
令和８年１０月７日

各	位

公益財団法人 本多記念会理事長 前田　正史
第６７回原田研究奨励賞受賞候補者の推薦依頼について謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
当財団は、故本多光太郎先生の偉業を永く記念して金属及びその周辺材料に関する学術の振興に寄与する目的で、表彰事業として昭和３４年から「本多記念賞」、昭和５４年から「本多記念研究奨励賞」、平成１６年から「本多フロンティア賞」の授賞を行ってまいりました。
そして平成１６年度から東北地区の大学及び研究機関等に在職する将来性のある若い研究者を対象として財団法人金属研究助成会が行っておりました「原田研究奨励賞」を当財団の事業として引き続き遂行することにいたしました。また、本「原田研究奨励賞」は、研究分野ばかりでなく、科学教育分野における成果についても重視しております。詳しくは募集要項をご覧頂けると幸いで す。
つきましては、当財団の意図にご賛同賜り第６７回「原田研究奨励賞」の受賞候補者について、「募集要項」によりご推薦いただきたく、ご依頼申し上げます。
なお、「原田研究奨励賞」は「自薦」も受け付けますので、奮ってご応募いただけるようご高配、周知のほどお願い申し上げます。
また、今回から応募資格の年齢を４５歳に引き上げ、教育での評価を希望される方については、教育に関する評価区分を新たに設けましたので、推薦書に明記いただきますようお願い致します。
敬具
記

１	送付書類
第６７回原田研究奨励賞推薦書等	1 通
２	推薦・応募締切期限
令和８年１２月４日（金）必着
３	推薦書類の提出先（当財団事務局）
〒９８０－８５７７	仙台市青葉区片平二丁目１－１
東北大学金属材料研究所内 公益財団法人	本多記念会
（電話）０２２－２１５－２８６８
４	お問い合わせ先
ご不明の点がありましたら上記事務局にご照会ください。（月～金曜	９～１７時）


第６７回（令和９年度）原田研究奨励賞受賞候補者募集要項

原田研究奨励賞受賞候補者の募集は、原田研究奨励賞規程に基づき、この要項により実施する。

１ 賞の目的及び対象
公益財団法人本多記念会が指定する東北地区の大学、研究機関及び高等専門学校等に在職   する研究者で、金属及びその周辺材料に関する研究・教育を行い、研究成果や教育的貢献が   顕著かつ将来の発展を期待できる者を対象とする。
２ 奨励金
原田研究奨励賞の奨励金の額は３０万円とする。
３	応募資格
受賞発表の年の３月末日現在満４５オ以下の者（今回は昭和５７年４月１日以降に生まれた   者）で、共同研究の場合は主研究者であること。自薦でも良い。（なお、学位の有無を記入 してください。）
２.応募の時点で東北地区の大学、研究機関及び高等専門学校等に所属していること。
４ 応募手続
本会所定の推薦書（記入は黒色で）正副各１通に次の資料を添付して、本会に提出する。１.主要業績リスト（共同研究の場合は共同研究者全員を明記）（１０篇以内）	３部 ２.主要成果論文コピー（３篇以内）	３部
３.教育活動に関する資料（シラバスの写、アウトリーチ活動等）	３部４.自己アピール（A4 判１ページ以内）	３部
· 成果は選択した評価区分のどちらか一方のみで結構です。但し研究と教育の双方に成果がある場合には両方共に記載してください。

５	応募締切期日
令和８年１２月４日（金）必着
６	選考方法
学識経験者から成る選考委員会を設けて、研究業績または教育業績で評価して選考し、理事会において受賞者を決定する。
なお、必要ある場合は、上記提出資料のほかに、追加資料の提出または説明を求めることがある。
７	受賞者発表及び授賞式の期日
令和９年５月に公表する。授賞式は７月（予定）。
８	提出書類の送付先、問い合わせ先
〒９８０－８５７７	仙台市青葉区片平二丁目１－１
東北大学金属材料研究所内公益財団法人本多記念会
（電話）０２２－２１５－２８６８
ホームページ	http://www.hondakinenkai.or.jp
（推薦書はホームページよりダウンロードできます。）



第６７回原田研究奨励賞推薦書

令和８年	月	日

研究・教育活動題目
略歴（大学卒業以降 ・学位（題目 名称 取得大学 取得年次）


地
在
所
－
－
電話番号
名
関
機
受付番号





　　　　　


推 薦 者 職・氏名                                                     印

           評価区分　　（　研究・　教育　）を希望します。
　　　　　　　　　　　　※希望する括弧内のどちらかを〇で囲んでください。
           
　　　　　　

	候補者
	

	所
	属
	電話番号
	
	 
	 

	
	
	Eメール
	
	
	

	氏
	名（ふりがな）
	昭和・平成
	年
	月
	日生

	
	
	性別　男・女　
	
	
	




研究・教育活動の概要（文中の適切な箇所に主要業績リスト中の論文番号・教育活動に関する資料番号などを引用して 500 字以内にまとめる）


















推薦理由（400 字以内）




















参考事項（賞又は奨励金等の受賞歴）


研究成果



１.学術論文

・学術論文	件	内訳

・解説記事	件

氏名：

第 1 著者論文	件

その他の論文	件


・プロシーディングス論文	件

主要業績リスト
(1) 題目 著者（全員記載 候補者にアンダーライン）                                雑誌名　、巻・　号ページ（最初－最後） 出版年
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)
(10)
※ 代表的な論文３篇（コピー添付）に印を付す


２.	特許（出願・公開・登録を別にして記載）
（登録番号、登録日、特許の名称、出願者など）

教育成果

氏名：

以下、各項目につき件数およびその内容を示し、創意工夫した点を記載すること。必要に応じて根拠資料を通し番号を付して添付すること。

１． 教育活動に関する自身の論文・受賞歴等

２． アクティブラーニング（自身で構築・実践した課題解決型学習、グループワーク等） ３． 学外教育活動（自身で構築・実践した出前講義、公開講座、もの作り教室等）
４． 学内教育活動（各種教育関連委員会において自身が関わった改善等） ５． 講義・学生実験および学生の研究指導実績・学生の受賞等

自己アピール
氏名：

（A4	1 ページ以内で形式任意	ただし 12 ポイント以上のフォントサイズ）
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